
もくじ

カ
ン
テ
ラ

カ
ン
テ
ラ

kantera「
福
智
山
讃
歌
」
高
ら
か
に

感
動
の
ひ
び
き

●第42回直方市ボランティアのつどい… …２
●地域の輪 （ひだまりの会）

情報の広場 （ 西鉄グループの精神障害者割引開始、避難準備
情報の名称変更）

図書室 （夫の悪夢）………………………………３

●お知らせ （ 第４２回よこいと運動会／学校に行かない子ど
もを支える会／障がい者の居場所づくり実行委
員会）

ご寄付…………………………………………４

平成 29 年３月 19 日に実施した第 42 回直方市ボラン
ティアのつどいで「熊本地震の被災地で障害者が置かれ
た状況とは！」と題した講演を聞く参加者（Ｐ２参照）

　

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
を

謳
っ
た
合
唱
組
曲「
福
智
山
讃
歌
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
直
方
文
化
連
盟

（
中
村
幸
代
会
長
）
主
催
で
４
月

１
日
、
直
方
市
の
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
で
あ
り
、
地
元
の
合
唱
団

１
２
０
人
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
。

　

８
章
構
成
の
福
智
山
讃
歌
が

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
全
曲
が

歌
わ
れ
た
の
は
７
年
ぶ
り
。
福
智

山
讃
歌
（
上
野
山
剛
さ
ん
作
詞
、

夏
秋
充
さ
ん
作
曲
）
は
、
同
連
盟

の
創
立
45
周
年
（
２
０
０
１
年
）

を
記
念
し
て
公
募
で
作
ら
れ
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
市
民

か
ら
も
合
唱
参
加
者
を
募
り
、
練

習
を
重
ね
て
き
た
。こ
の
日
は
直
方

少
年
少
女
合
唱
団
も
加
わ
り
筑
豊

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
演

奏
で
熱
唱
。
超
満
員
の
客
席
か
ら

大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ
た
。

　

舞
台
、
客
席
、
ス
タ
ッ
フ
を
大

き
く
響
き
包
ん
だ
感
動
は
収
ま
ら

ず
、
忘
れ
か
け
た

ふ
る
さ
と
の
自

然
と
温
か
い
地

域
の
連
帯
を
…
。

客
席
は
目
頭
を

熱
く
し
て
い
た
。

…

（
広
田
）

災害弱者に
寄り添った
支援を・・・

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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ご
存
知
で
す
か
？　

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、カ
ラ
オ
ケ
が
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。　

詳
細
等
お
気
軽
に
ど
う
そ
。　

℡
０
９
４
９（
２
４
）９
０
３
０



東
日
本
大
震
災
時
の
障
害
者

の
状
況

　

障
害
者
権
利
条
約
の
締
結
に
必

要
な
国
内
法
の
整
備
の
た
め
の
、

内
閣
府
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進

会
議
担
当
室
長
の
時
に
、
何
度
も

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
訪
れ

ま
し
た
。
避
難
所
で
、
障
害
者
を

見
か
け
な
い
し
、
話
題
に
も
上
が

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

障
害
者
の
〝
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〟
を
手
助
け

　

東
日
本
大
震
災
の
障
害
者
の
こ

と
が
胸
中
に
あ
り
、
熊
本
も
同
じ

よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
ま
し
た
。
発
生
直
後
に
熊
本

学
園
大
学
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
講

堂
を
、
学
園
内
で
協
議
し
て
、
独
自

に
避
難
所
と
し
て
開
放
し
、
医
療

や
介
護
体
制
を
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
添
え
で
運
営
し
ま
し
た
。

　

次
に
障
害
者
の
困
り
事
を
手
助

け
す
る
た
め
、
４
月
20
日
に
県
内

の
障
害
者
団
体
が
集
ま
り
「
被
災

地
障
害
者
セ
ン
タ
ー
く
ま
も
と
」

を
発
足
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
相
談
を
受
け
付
け
る

連
絡
先
を
記
載
し
た
ビ
ラ
を
配
布

す
る
と
、
す
ぐ
に
障
害
者
か
ら
の

〝
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〟
が
、
多
い
時
で
１
日
60

件
届
き
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
困
り

事
（
介
護
者
の
手
配
、
住
居
探
し
、

片
づ
け
、
引
っ
越
し
な
ど
）
に
つ

い
て
で
す
。
緊
急
時
か
ら
復
興
期

に
至
る
各
段
階
で
ニ
ー
ズ
も
変
化

し
な
が
ら
、
延
べ
５
０
０
人
の
要

望
の
解
決
に
向
け
て
県
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
共
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

一
般
避
難
所
で
の
状
況
と

支
援
の
網
の
目
か
ら

こ
ぼ
れ
落
ち
る
障
害
者

　

一
般
避
難
所
で
起
き
た
障
害
者

種
別
毎
の
一
例
で
す
。
聴
覚
障
害

者
―
口
頭
だ
け
で
は
配
給
情
報
が

分
か
ら
な
か
っ
た
、
視
覚
障
害
者

―
混
雑
し
た
館
内
で
は
、
夜
間
ト

イ
レ
へ
の
移
動
中
に
寝
て
い
る
人

を
踏
ん
で
し
ま
っ
た
、
身
体
障
害

者
―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
な
い
た
め

ト
イ
レ
に
も
行
け
な
か
っ
た
、
発

達
障
害
者
―
慣
れ
な
い
環
境
で
パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
、
本
人
が
配
給

に
並
べ
な
い
た
め
、
介
護
者
が
事

情
を
説
明
し
て
も
２
人
分
は
不
可

だ
っ
た
・
・
な
ど
で
す
。
そ
の
た

め
、
利
用
が
難
し
か
っ
た
り
し
て
、

多
く
の
障
害
者
は
安
心
し
て
長
期

間
避
難
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。

で
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
か
と
い
う

と
仕
方
な
く
、
崩
れ
か
け
た
家
や

車
中
泊
、
あ
る
い
は
親
戚
宅
を
転
々

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
避
難
所
は
、
緊
急
物
資
や

専
門
家
を
含
む
人
材
や
情
報
の
拠

点
に
な
り
ま
す
。
一
般
の
方
は
避

難
所
に
居
て
見
え
る
形
に
な
る
が
、

避
難
所
に
居
な
く
て
ど
こ
に
居
る

の
か
把
握
さ
れ
て
い
な
い
障
害
者

は
、
見
え
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
障
害
者
は
支
援
の
網
の
目

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。

見
え
て
く
る
課
題

　

復
興
期
に
入
り
仮
設
住
宅
は
、

ス
ロ
ー
プ
が
つ
い
た
住
宅
は
あ
っ

て
も
、
入
口
や
浴
室
の
狭
さ
や
段

差
だ
ら
け
、
２
次
避
難
所
の
福
祉

避
難
所
は
、
実
態
は
入
所
施
設
で
、

職
員
も
被
災
し
、
満
杯
の
入
所
者

の
支
援
で
手
一
杯
で
、
外
か
ら
の

受
け
入
れ
は
困
難
で
し
た
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
一
般
避
難
所
に
障
害

者
や
高
齢
者
が
避
難
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
地
域
の
人
が
避
難
所

を
点
検
し
て
、
改
善
に
向
け
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

一
般
避
難
所
で
は
、
情
報
伝
達
手

段
は
張
り
紙
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た

人
に
は
、
小
部
屋
を
用
意
、
段
差
は

簡
易
ス
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
障
害
者
差

別
解
消
法
の
過
度
の
負
担
に
な
ら
な

い
範
囲
で
合
理
的
配
慮
を
行
う
必
要

第42回直方市ボランティアのつどい

　１歳の時、小児麻痺（ポリオ）にかかり、障害者歴が 60年とおっしゃる東俊裕（ひがし・としひろ）さん。弁護士、
熊本学園大学社会福祉学部教授、被災地障害者センターくまもと事務局長と数々の経歴をお持ちです。平成 29 年３月
19日に行った講演の内容から震災時の障害者の状況及びそこから見えた課題から私たちが日頃意識しておく大切なこと
について学びました。

第42回直方市ボランティアのつどい

熊本地震の被災地で障害者が置かれた状況とは！熊本地震の被災地で障害者が置かれた状況とは！

が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

講
演
会
を
拝
聴
し
て

　

地
震
後
に
、
障
害
者
に
焦
点
を
あ

て
た
報
道
が
少
な
い
た
め
、
障
害
者
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た

の
か
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
弱
者
に
つ
い
て
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
問
題
点
が
改
善
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
し
た
が
、

思
っ
て
い
た
以
上
の
障
害
者
の
過
酷

な
状
況
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

あ
る
障
害
者
か
ら
「
被
災
地
障

害
者
セ
ン
タ
ー
く
ま
も
と
」
で
の
相

談
中
に
、「
自
分
は
見
捨
て
ら
れ
た

と
思
っ
て
い
た
が
、
真
心
の
こ
も
っ

た
支
援
で
助
け
ら
れ
た
」
と
涙
な
が

ら
に
お
礼
を
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

障
害
が
あ
る
が
故
に
自
分
の
力
で

は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
中
で
、
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
心
細

い
中
で
ど
れ
だ
け
有
難
か
っ
た
の

か
、
災
害
弱
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
に
備
え
て
、
自
助
の

部
分
で
は
、
準
備
し
て
あ
る
避
難
袋

の
点
検
や
ご
近
所
と
の
良
好
な
関
係

作
り
な
ど
出
来
る
こ
と
を
行
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。�

（
藤
田
）

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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著
　
者
　
藤
原
美
子

発
行
所　

文
芸
春
秋

　
　

直
方
市
図
書
館
所
蔵

「
夫
の
悪
夢
」

図書室

　

西
鉄
グ
ル
ー
プ
で
は
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
と
し
た
、
西
鉄
電
車
・
バ
ス
の
運
賃

割
引
を
次
の
通
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
運
用
開
始
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日
（
土
）

●
割
引
対
象
者

　

�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方

●
割
引
適
用
範
囲

　

�

普
通
旅
客
運
賃
、
回
数
旅
客
運

賃
、
定
期
旅
客
運
賃
（
通
勤
）

●
割
引
率

　
�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等

級
に
応
じ
た
割
引
を
行
い
ま
す
。

●
ご
利
用
方
法

　

○
手
帳
の
確
認
に
よ
る
割
引

　

○�
障
害
者
用
ｎ
ｉ
ｍ
о
ｃ
ａ

カ
ー
ド
の
利
用
に
よ
る
割
引

●
問
い
合
わ
せ

　

西
鉄
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
－
０
０
－
１
０
１
０

第３回日帰りハイキ
ングを開催します。
■日時
　�平成 29年８月６日
（日）９時半～16時
■行き先
　�直方歳時館・多賀
公園（直方市）

■参加費
　無料
■主催
　�第３回日帰りハイ
キング実行委員会・
ボラ連青年部
　（直方市）
■申し込み・問い合わせ：
　�久保直幸（実行委
員長）
　℡ 090-5924-0603

　

平
成
28
年
の
台
風
第
10
号
に
よ

る
水
害
で
は
、
高
齢
者
施
設
に
お

い
て
避
難
準
備
情
報
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
適

切
な
避
難
行
動
が
と
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
等
が
避
難

を
開
始
す
る
段
階
を
明
確
に
す
る

な
ど
の
理
由
で
、
次
の
通
り
名
称

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○
変
更
前

　

避
難
指
示

　

避
難
勧
告

　

避
難
準
備
情
報

　
　
　

↓

○
変
更
後

　
避
難
指
示
（
緊
急
）

　
避
難
勧
告

　
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の

福
祉
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
辛
い
こ
と
に
も
遭
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
社
会

の
一
員
と
し
て
生
き
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
、
知
的
障
害
者

を
家
族
や
親
戚
に
も
ち
、
悩
ん

で
い
る
人
の
心
に
寄
り
添
え
る
よ

う
傾
聴
を
主
体
に
、
雑
談
で
も
、

ど
ん
な
話
で
も
聞
か
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
行
事
に

は
、
積
極
的
に
参
加
し
、
会
の

存
在
を
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
お
役
に

立
ち
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
石
黒
）

　
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
知
的
障
害
者
の
支
援

を
し
て
活
動
歴
は
26
年
程
に
わ

た
り
会
員
は
12
名
で
す
。

　

１
９
９
０
年
、
地
域
の
学
校

へ
行
き
た
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち

の
訴
え
を
出
発
点
に
出
来
た
会

が
「
障
害
児
の
普
通
校
通
学
を

す
す
め
る
連
絡
会
」
で
す
。
そ

の
９
年
目
に
た
ま
り
場
を
作
り
、

こ
れ
を
機
に
会
の
名
称
を
「
ひ

だ
ま
り
の
会
」
と
し
、
会
を
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
新
た
な
思

い
で
活
動
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

発
足
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
ご
自
身
が
知
的
障
害

の
あ
る
長
男
を
も
つ
田
中
さ
ん

は
、「
会
の
発
足
当
初
の
社
会
で

は
、
障
害
を
理
由
に
分
け
る
風

潮
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
は
、

普
通
の
子
と
一
緒
に
生
き
て
欲

し
い
と
思
い
、
普
通
の
小
学
校
に

入
れ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

１
浪
は
し
た

け
れ
ど
高
校

も
卒
業
し
ま

し
た
。
本
人

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！
お
話
し
ま
せ
ん
か
！

ひ
だ
ま
り
の
会

避
難
準
備
情
報
の
名
称
が

か
わ
り
ま
し
た
。

精
神
障
害
者
割
引
の
導
入

に
つ
い
て

西
日
本
鉄
道
㈱

参加者・ボラン
ティア募集

毎月第４水曜日10時～ 12時の
間は総合福祉センターで活動し
ています。

　
「
で
も
偉
か
っ
た
わ
ね
、
60
を
過

ぎ
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
の

で
す
も
の
」と
私
が
褒
め
る
と「
バ

カ
、
武
士
に
と
っ
て
は
名
誉
は
命
よ

り
重
い
。
や
り
た
く
な
い
が
敵
前

逃
亡
し
た
ら
、
お
前
に
一
生
弱
虫
の

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
。
そ
こ
で
決

心
し
た
。
た
と
え
死
し
て
も
名
誉
は

守
る
と
。
ど
う
だ
立
派
だ
ろ
、
参
っ

た
か
」と
威
勢
よ
く
言
っ
た
。（
本

文
よ
り
）

　

私
は
そ
こ
で
、
お
そ
ら
く
世
間

の
人
が
、
抱
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
、

夫
、
藤
原
正
彦
の「
武
士
道
を
唱

え
、
ど
ん
な
場
面
で
も
毅
然
と
し

た
態
度
を
貫
く
人
物
」と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
と
こ
と
ん
覆
す
話
を
書

い
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
。
沽
券
と
か
意
地
と

か
が
、
ま
っ
た
く
深
刻
で
は
な
く
、

さ
り
げ
な
く
温

か
い
。
藤
原
教
授

夫
人
が
綴
る
心

温
ま
る
、
家
族
の

エ
ッ
セ
イ
集
。

�

（
広
田
）

情

報

の

広

場

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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「
山
開
き
」
の
季
節
。
山
の

思
い
出
の
一
つ
が
、
私
の
家
族

と
車
い
す
の
友
達
５
人
で
久
住

山
を
目
指
し
、
長
者
原
か
ら
出

発
し
て
「
す
が
も
り
小
屋
」
ま

で
登
っ
た
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
「
愛
の

鐘
」
を
な
ら
し
、
前
方
に
三
俣

山
、
眼
下
に
は
砂
千
里
の
感
動

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

あ
れ
か
ら
20
年
余
り
、
彼
女

は
、
今
も
こ
れ
か
ら
も
大
切
な

友
達
だ
。�

（
田
中
）

集

編

後

記

不登校・ひきこもり
を抱える家族相談

平
成
29
年
2
月
11
日
か
ら
平
成
29
年
5
月
10
日

９
件　

合
計
金
額　
　

１
７
１
，０
３
８
円

（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
典
返
し
寄
付
金

●
上
頓
野
　（
故
）藤
田　

京
子

●
新
　
町　
（
故
）中
村　

幸
雄

●
下
新
入　
（
故
）河
野　

千
鶴
子

●
中
　
泉　
（
故
）藤
村　
　

慧

●
頓
　
野　
（
故
）小
林　

敏
子

●
永
満
寺　

�

三
海　

栄
司

●
永
満
寺　
（
故
）仲
野　

春
子

●
植
　
木　
（
故
）久
吉　

安
枝

障害者、高齢者、子ども、ボランティア誰もが力を合わせて
第42回よこいと運動会開催

　よこいと運動会は、障害や年齢に関係なく、誰もが楽し
める運動競技を通して、皆が“よこ”につながることを大
切にした運動会です。
■日 時　平成 29 年６月４日（日）10 時から15 時頃
■会 場　直方市体育館
■無料送迎バス
　・直方駅発　１便　８時 50 分　２便　９時 20 分
　・体育館発　15 時頃（全日程終了後）
■注 意
　・体育館シューズとシューズ入れをお持ちください。
　・昼食が必要な方は各自ご持参ください。
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会
　　　　　　　℡ 0949（23）2551

囲碁部会員募集のお知らせ！
　直方市総合福祉センター囲碁部では、会員を募集して
います。

■活動日時　　月曜～土曜
■時　　間　　９：00 ～ 16：30
■問い合わせ　直方市総合福祉センター
　　　　　　　℡ 0949（24）9030

障がい者の居場所の設置を求める署名のお願い
障がい者の居場所づくり実行委員会

　 ‘ 障害者相談支援センターるーぷる ’ が昨年３月で閉所
し、障害者が自由に過ごせる居場所（フリースペース・7
番地）がなくなりました。
　障がい者の居場所づくり実行委員会（委員長　三小田
静男）では、利便性が良い駅前や商店街の中への居場所
の設置を求めて、直方市とも話し合いをしていますが、
併せて署名活動をしています。
　皆様のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

■問い合わせ　
　直方市山部 616-145 直方市総合福祉センター内
　障がい者の居場所づくり実行委員会事務局
　（℡ 0949-23-2551）まで

　不登校・ひきこもりの子ども
たちを抱えた家族経験者が、悩みや気持ちをお聞
きします。抱え込まずにお話ししましょう。

■相談日：（いずれも水曜日）
　　　　　 ６月 21 日  ７月 12 日
　　　　　 ８月  ９日  ９月 13 日
　　　　　10 月 11 日 11 月  １日
　　　　　12 月 13 日  １月 10 日
　　　　　 ２月 21 日  ３月 14 日
■時　間： 10 時 30 分から 12 時
■ところ：直方市総合福祉センター
　　　　　　（直方市大字山部 616-145）
■相談員：学校に行かない子どもを支える会
■問い合わせ：直方市社会福祉協議会
　　 　　　　　℡ 0949（23）2551

男性介護者のつどい
〈第３回〉を開催しま

す。

　

前
号
の「
情

報
の
広
場
」
の

中
で
ご
紹
介
し
た
、
直
方
市
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会[

児

童
部
会]�

部
会
長�

坂
田
幸
作
様

（
新
入
校
区
）の
お
名
前
が
正
し

く
は
、
坂
田
耕
作
様
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

前
号

(

第
１
７
３
号)

の
訂
正

一
般
寄
付
金

●
福
地
校
区
公
民
館

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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ご
存
知
で
す
か
？　

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、カ
ラ
オ
ケ
が
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。　

詳
細
等
お
気
軽
に
ど
う
そ
。　

℡
０
９
４
９（
２
４
）９
０
３
０


